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○田口裕士 議長  そのままでしばらくお待ちくだ

さい。 しばらく休憩、します。

午後 2時31分休憩

午後 2時32分開議

○田口裕士 議長  休憩前に引き続き会議を再開い

たします。大変申し訳ございませんでした。

当局の答弁を求めます。

〔大森雅夫市長登壇〕

○大森雅夫 市長  それでは,私は公共交通の関わ

り方とい うところであります。

我々としては,こ の市民の移動手段である公共交通

を守っていかなければならないとい うことが一番頭に

あったわけであります。特に路線バスは,コ ロナ禍に

よって利用者が減少 している。また,2024年問題,ほ

かの運転手不足も深刻化 してお り,対策は待ったなし

の状況であります。そ うい う中で,公設民営方式の導

入 とい うのが,則武議員おっしやるように今回の計画

の一つの鍵であったことは間違いないだろうと思って

お ります。今回は,各議員の皆 さん全体 として本当に

評価 していただいている,大 きく方向転換 したとい う

面ではそのとお りで評価もありがたいと思ってお りま

すが,実際上はこれか らであります し,様々な問題 も

出てくるんじゃないかなと思っています。技術的な問

題は,乗換えによつて不便になるとい うような話 もあ

ります し,何 といっても公がここまで乗 り出 して く

る,も っと乗 り出すべきだ とい う議論も出てくるで し

ょうし, 自分のエ リアはどうなっているんだとい う議

論も出てきます。我々当然限られた財政の中でやって

いかなきゃな りません。 コス トとパフォーマンス,こ

れ らを見ながらバランスを取ってやっていかなければ

ならないと思ってお ります。そ うい う面では,我々こ

れからよちよち歩きでスター トするとい うことになる

わけであります。議員の皆 さん方もそ うい う視点で一

緒になってこの公設民営に我々も入っていつた, この

公共交通問題をいい形で育てていっていただければと

思います。

よろしくお願いします。

○平澤重之 都市整備局長  1の 岡山市の公共交通

についての うち,市長答弁以外についてお答 え しま

す。

まず,利便増進実施計画についての うち,10方 面は

最適解かとい うお尋ねと隣接市との連携,運賃体系構

築についてです。

今回の計画は第 1弾 として取 りま とめた ものであ

り,路線の再編や新設については10方 面に限 らず今後

も必要に応 じて法定協議会で議論 してまい ります。

なお,岡 南方面,牛窓方面の再編では,玉野市,瀬

戸内市につながる支線を設けるため,調達する小型車

両の費用負担等について隣接市としっかり連携 してい

きたいと考えてお ります。

利用 しやすい運賃体系の構築については,公共交通

の利便性向上と経営の安定化を図る上で路線再編 と同

様に非常に重要な課題であり,引 き続き事業者 と具体

案について議論 していきたいと考えてお ります。検討

の方向性 としては,中 心部や初乗 り運賃を利用者の許

容範囲で見直す とともに,中長距離はゾーン線など分

か りやす く利用 しやすい運賃に変更 してまい りたい と

考えてお ります。

次に,10方 面全て実施か,準備はどう進めるのかと

令和 7年開始の妹尾,庭瀬拠点間の支線の準備につい

てです。

実施計画が国に認定された後,全ての方面で実施に

向けた準備に着手 したいと考えてお ります。具体の準

備 として,バス停の位置やダイヤなどの詳細な運行計

画を策定 した上で幹線 と支線の乗 り継ぎポイン トでの

上屋やベンチ,デジタルサイネージの設置や直通運賃

設定のための決済システムの改修など乗 り継ぎ環境の

整備を実施 します。また,小型車両の調達や新設区間

のバス停設置を行い,広 く市民の皆様に周知を図った

上で運行を開始することとなります。

今回の再編の うち,例えば妹尾駅 と北長瀬駅をつな

ぐ支線では幹線バスとの乗 り継ぎ環境の整備が不要で

あり,ま た事業者が所有 している小型バスを活用する

ため令和 7年度中の運行開始を想定 してお りますが ,

その他の路線についても準備が整い次第順次運行を開

始 していきたいと考えてお ります。
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